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１．河川環境復元に向けての取組について（（独）水資源機構 一庫ダム管理所） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一庫ダムにおける河川環境復元の取り組み

・平成14年度より対策を開始し、今後も継続的に実施して、下流
の河川環境を改善する。貯水池への堆砂の流入を軽減し、貯水
池の延命化を図る。

・下流減水区間の解消および貯水池内在来魚の産卵場所の保全
を目的として、平成18年度より試験を開始した。平成20年度で3年
間の試験期間を終え、平成21年度にさらに3年間延長している。

・平成17年度より対策を開始し、平成18年度からは直営によ
る調査を行っている。今後も継続調査し、魚類相の把握に努
めるとともに、外来魚は駆除し、再利用を図っていく。

弾力的管理試験

貯水池内外来魚対策

下流土砂還元＋フラッシュ放流

下流土砂還元＋フラッシュ放流

平成15～23年度対策(土砂投入とフラッシュ放流）

土砂投入量とフラッシュ放流の実績

目的
・アユの産卵床を造る
・餌となる藻類の剥離・更新を
支援する

一庫大路次川

土砂投入箇所（H15～H23）

一庫ダム

項目 Ｈ14年度 Ｈ16年度 Ｈ18年度

実施月日 - 5月19日 5月27日 6月9日 - 5月7日 5月20日 5月23日 5月10日 6月7日 5月28日 6月11日 5月27日 6月10日 5月27日 6月10日 5月24日 6月9日

最大放流量 - 10m3/s 20m3/s 20m3/s - 11m3/s 16.5m3/s 20m3/s 11m3/s 11m3/s 12.5m3/s 12.5m3/s 12.5m3/s 12.5m3/s 12.5m3/s 12.5m3/s 12.5m3/s －

最大放流量継続時間 - 1.5ｈ 1.5ｈ 2ｈ - 7ｈ 3ｈ 2ｈ 4ｈ 6ｈ 7ｈ 2ｈ 5ｈ 5ｈ 8ｈ 5ｈ 5ｈ －

土砂投入量 約200m3 約600m3 約1,000m3 約500m3 －

（玉石） 中止

Ｈ15年度 Ｈ17年度 Ｈ19年度 Ｈ20年度

約300m3 約600m3 約2,000m3 約2,100m3

Ｈ23年度Ｈ21年度

約1,200m3

Ｈ22年度

約1,000m3

生物への影響（３）
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オイカワの世代交代が確認されている

オイカワの体長別個体数(一庫新橋～ダム下実験区)

平
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年
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年

まとめ

 指標種としたオイカワの確認個体数が増加していることな
どは、河川環境復元のための取り組みの複合的な効果が現れ
たものであり、取り組みの方向性が適切であることを示すも
のである。

 これらの取り組みを、今後も継続的に実施していくことが
肝要である。
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２．猪名川の河床変動状況 

 2.1 河道変遷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昭和４２年９月撮影

平成２１年４月撮影

平成１１年１１月撮影

図―１ 航空写真からみる河道の変遷 
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 2.3 横断変化図 
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図-3 河床の横断変化 
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図-4 代表地点毎の横断面経年変化 
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2.4 地点別河床変化（平均河床）   
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2.5 河道掘削変遷図 
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図-5 河川工事（土工関係）工事位置図 

猪名川 藻川 
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３．河床材料の粒度 

 
平成16年度に実施した河床材料調査結果を表-4-1に示す。 

 
 

表-4-1 河床材料データの範囲 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．流況の変化 
  猪名川の全流域面積の約8割が山地を占め幹線流路延長(43.2ｋｍ)は短く平均河床勾配（直轄区間 約
１／５００）は急である。そのため、流域の特徴として、平常時の流量は少なく洪水時との差が大きい

ことが上げられている。 
  近年の猪名川では、出水の頻度が減少するとともに、豊水･平水・低水・渇水流量が減少している状

況が見られる。その原因として近年の少雨化の影響を受けているものと想定される。 
猪名川の上流の大島地点での年間雨量をみるとＨ15年以降、1000ｍｍ/年以下の年も見られるように
なった。平成に入ると 1500ｍｍ/年を上回るのは数年にとどまり、年間の降雨量は減少傾向を示してい
る 
 こうした流況や雨量の減少化は、撹乱機会の減少という形で河川環境に影響をおよぼしていると想定

される。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本川 支川
河川名 範囲 河床材料データ 河川名 河床材料データ

下流端（猪0.0k）～猪名川・藻川合流部（猪0.6ｋ） No.4（猪0.8k付近） 千里川 No5（猪名川合流後）
猪名川合流部（猪0.6ｋ）～猪名川分流部（猪5.4k） No.5（猪2.2k付近） 箕面川 No14（最下流地点）
猪名川分流部（猪5.4k）～箕面川合流後（猪7.6ｋ） No.7（猪7.0k付近） 余野川 No18（最下流地点）
箕面川合流前（猪7.6ｋ）～余野川合流後（猪12.2k） No.8（猪12.0k付近） 上流端 No.5～9の平均値
余野川合流前（猪12.2ｋ）～上流端（猪12.6k） No.9（塩川合流後）

藻川 猪名川合流部（藻0.0ｋ）～猪名川分流部（藻4.4k） No.6（藻2.8k付近）
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大島地点年間雨量図（Ｓ30～Ｈ20） 
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図-7 年最大流量変化（軍行橋） 

図-8 軍行橋流況図 

図-9 大島観測所年間降水量経年変化 

図-　粒　径　加　積　曲　線
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図-4-1 粒径加積曲線 

神崎川 
猪名川 
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猪名川 
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５． 河川環境の変化 
5.1 確認魚種の経年変化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

5.2 植物の経年変化 

（１）樹林化傾向 

 
 

図-10 猪名川における魚類等生息状況の経年変化 

平成19年度猪名川流域横断工作物等影響評価検討業務報告書 より 

1999年 2004年 2010年

　沈水・浮葉植物群落　　　 0.02 0.69 0.36

　一年生草本群落　　　　 28.58 16.8 21.55

　多年生広葉草本群落　　 12.31 38.3 14.89

　単子葉草本群落　

（ﾖｼ・ツルヨシ・オギ・マコモ）　 40.15

　単子葉草本群落

　(その他単子葉) 　　　　　

草本類群落　　　　　　　　　計 81.11 113.07 119.97

　ヤナギ低木林 ネコヤナギ群集 0.01 0.06 0.08

カワヤナギ群落 0.67 0.42

タチヤナギ群集 0.07 0.05

ジャヤナギ－アカメヤナギ群集 1.57 2.71 3.94

ｼﾞｬﾔﾅｷﾞ-ｱｶﾒﾔﾅｷﾞ群集（低木林） 0.32 0.04 0.36

シダレヤナギーウンリュウヤナギ群集 0.11

小計 1.89 3.6 4.77

クズ群落 1.45 1.74 10.03

ノイバラ群落 0.22 0.55

小計 1.45 1.96 10.58

メダケ群集 0.04 0.4

アキニレ群落 0.84 0.35 0.91

ムクノキ－エノキ群集 0.17 0.64

ヌルデーアカメガシワ群集 0.09

トウネズミモチーセンダン群集 0.43

　小計 0.84 1.08 1.95

　植林地（竹林） マダケ植林 0.14 0.1

植栽樹林群 0.78 0.09 0.18

シナサワグルミ植林 0.28 1.11

シダレヤナギ植林  0.2

センダン群落  1.44

シンジュ群落 0.06

ハリエンジュ群落 0.49 0.4 0.65

　小計 1.27 0.77 3.64

樹木類群落　　　　　　　　　計 5.46 7.61 21.12

86.57 120.68 141.09

群落面積の割合

1999年 2004年 2010年

93.7 93.7 85.0

6.3 6.3 15.0

15.98 17.13

基本分類名 群落名
面積(ha)

24.22 42.79

40.38

草本類群落面積割合（％）

樹木類群落面積割合（％）

構成率

　ヤナギ高木林

　その他の低木林

　落葉広葉樹林

　植林地（その他）

     合　　　計

分　　　　　　類

 
S37 S42 S55 S60 S62 H4 H7 H12 H17 H18 H19 H20

環境省 大阪府 兵庫県 1962 1967 1980 1985 1987 1992 1995 2000 2005 2006 2007 2008

1 ウナギ DD ○ ● ● ● ● ● ● ●

2 コイ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

3 ゲンゴロウブナ EN ○ ● ● ● ● ●

4 ギンブナ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

5 ニゴロブナ EN ○ ●

6 キンブナ NT ○ ● ●

7 キンギョ ○ ●

フナ属 ○ ● ● ● ●

8 ヤリタナゴ NT 絶危Ⅱ B ○ ● ● ● ● ● ●

9 タイリクバラタナゴ ○ ○ ● ● ● ● ●

10 ハス VU 要注目 ● ● ●

11 オイカワ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

12 カワムツ ● ● ● ●

13 ヌマムツ ● ● ●

オイカワ属 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

14 アブラハヤ 情不 B ● ● ● ●

15 タカハヤ 要注目 ● ● ● ●

ウグイ亜科 ●

16 モツゴ ○ ● ● ● ● ● ● ●

17 カワヒガイ NT 要注目 C ○ ● ● ● ● ●

ヒガイ属 ○ ● ● ● ● ● ●

18 ムギツク 絶危Ⅱ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

19 タモロコ 要注目 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

20 ゼゼラ ○ ●

21 カマツカ 要注目 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

22 ツチフキ VU ○ ●

23 ズナガニゴイ 絶危Ⅱ ● ● ●

24 コウライニゴイ ● ● ●

25 ニゴイ ● ● ● ● ● ● ● ●

ニゴイ属 ● ● ●

26 イトモロコ 準絶危 ● ● ● ● ●

27 スゴモロコ NT ○ ● ● ● ●

28 コウライモロコ 要注目 C ○ ● ● ● ● ●

スゴモロコ属 ○ ● ● ● ●

コイ科 ● ● ●

29 ドジョウ 絶危Ⅱ B ● ● ● ●

30 シマドジョウ 要注目 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

31 スジシマドジョウ中型種 VU ● ● ●

スジシマドジョウ類 ● ●

32 ギギ 準絶危 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

33 ナマズ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

34 アカザ VU 絶危Ⅱ B ○ ○ ● ● ●

35 アユ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

36 ニジマス ○ ○ ○ ●

37 アマゴ ○ ○ ● ●

38 カダヤシ ○ ○ ● ● ● ● ● ●

39 グッピー ○ ○ ● ●

40 メダカ 絶危Ⅱ 要注目 ○ ● ● ● ● ● ●

41 タウナギ EN ○ ○ ●

42 カジカ※1 絶危Ⅰ A/B ○ ○ ○ ● ●

43 スズキ ○ ● ● ● ● ●

スズキ科 ○ ●

44 コトヒキ ○ ● ●

45 ブルーギル ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ●

46 オオクチバス ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

47 キチヌ ○ ●

48 ボラ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

49 メナダ ○ ● ● ●

50 ドンコ 要注目 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

51 カワアナゴ A ●

52 チチブモドキ ○ ●

53 ウキゴリ 要調査 ○ ● ● ● ● ● ●

ウキゴリ属 ●

54 マハゼ ○ ● ● ● ● ●

55 ゴクラクハゼ ● ● ●

56 シマヨシノボリ ○ ○ ○ ●

57 オオヨシノボリ B ○ ○ ○ ●

58 トウヨシノボリ ○ ○ ● ● ● ●

59 カワヨシノボリ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ヨシノボリ属 ● ● ● ● ● ● ●

60 ヌマチチブ ○ ● ● ●

ハゼ科 ●

61 タイワンドジョウ ○ ○ ● ●

62 カムルチー ○ ○ ● ● ● ●

12 18 11 8 7 9 9 25 10 17 10 21 21 22 25 30 28 35 29 40 45

　　うち、主要生息種 0 6 0 1 0 2 2 9 2 9 7 14 13 13 15 15 13 15 12 14 15

　　うち、近年確認されていない種 2 5 2 1 0 0 3 0 3 4 2 2 3 2 3 2 0 0 0 0 0

－ － － － － － － － 4 3 6 7 5 4 5 7 6 14 15 15

－ － － － － － － － 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 1 1

－ － － － － － － － 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

瀬に
生息

止水域・
緩流域
に生息

非汚濁
耐性

調査年度

　　うち、汽水域の調査地点数

　　うち、上流域※2の調査地点数

外来種
No. 種名

貴重種

種数合計

回遊魚
汽水・
海水魚

調査地点数合計

表-2 群落面積の変化 
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（２）外来植物の侵入 

   今までの河川水辺の国勢調査において、猪名川で確認された外来植物群落を表-３に示す。平成

２２年度調査では、4回の植生調査の中で最も多くの外来植物群落を確認した。これは、年々外来

種が種類、個体数ともに増加傾向にあることを示している。 
 

表-3 猪名川で確認された外来植物群落 

指定状況 調査年度 

群落名 特定外

来生物※

1 

要注意

外来生物

※2 

ブラック

リスト※

3 
平成6年 平成11年 平成16年 平成22年 

備考 

オオカナダモ群落  ● ● ● ● ● ●  
ハゴロモモ群落  ●     ●  
ボタンウキクサ群落 ●  ●  ●    
オオオナモミ群落  ● ●  ● ● ●  
コセンダングサ群落  ●     ●  
ヒメムカシヨモギ－オオアレチノギク

群落 
 ●  ● ● ● ●  

オオブタクサ群落  ● ●  ● ● ●  
アレチウリ群落 ● ●  ● ● ● ●  
セイヨウカラシナ群落   ●  ●    
ホシアサガオ群落     ● ●   
オオカワヂシャ群落 ● ●  ● ●    
コメツブツメクサ群落    ● ●    
シャクチリソバ群落   ●    ●  
アレチハナガサ群落   ●    ●  
セイタカアワダチソウ群落  ● ● ● ● ● ●  
イヌキクイモ－キクイモ群落  ● ● ● ● ● ●  
ギシギシ－アレチギシギシ群落    ●     
キシュウスズメノヒエ群落  ●  ● ● ● ●  
コゴメイ群落       ●  
セイバンモロコシ群落   ● ● ● ● ●  
オニウシノケグサ群落  ●  ●   ●  
シマスズメノヒエ群落     ● ●   
ネズミムギ群落  ● ● ● ●    
シナダレスズメガヤ群落  ● ●  ● ● ●  
タチスズメノヒエ群落       ●  
シダレヤナギ植林      ● ●  
シナサワグルミ植林   ●   ● ●  
ハリエンジュ群落  ● ● ● ● ● ●  
センダン群落     ● ● ●  
シンジュ群落   ●    ●  

※1：特定外来生物法による生態系等に係る被害の防止に関する法律 
※2：要注意外来生物リスト 
※3：兵庫県の生物多様性に悪影響を及ぼす外来生物リスト(ブラックリスト)（2010） 
 
 
 
 

 
 

４ 出現植物群落・種の内訳 

 
     調査年 H6 

1994 
H11 
1999 

H14 
2002 

H16 
2004 

H21 
2009 

H22 
2010

確認群落数(全4回：67種) 
(植栽地・人工草地除く) 

45 51 ― 53 ― 53 
 

各年度調査初出現群落種 ― 13 
 

― 8 ― 7 
 

過年度調査出現で各年度調査以

降未確認群落数 
― 4 ― 10 ― 7 

外来生物法による特定外来生物 
(当域内植物群落：3群落)   

2 3 ― 1 ― 1 

外来生物法による要注意外来生

物 
(当域内植物群落：15群落)  

10 10 ― 10 ― 13 

兵庫県外来生物リスト(群落) 
(当域内植物群落：15群落)  

4 10 ― 8 ― 12 

重要種(全6回：23種) 8 8 2 8 6 4 

外来生物法による特定外来生物 
(当域内植物種：3種)  

2 2 ― 4 4 4 

兵庫県外来生物リスト(種) 
(当域内植物種： 種)  

17 21 ― 21 22 23 

     ( 出展： 河川水辺の国勢調査(河川環境基図 2010年)結果より) 
 
 

 
猪名川の低水部における外来植物群落の占有率とその内訳を図―１１に示す。これから、 
セイタカアワダチソウ群落、セイバンモロコシ群落、アレチュウリ群落の３群落が外来植 
物群落のほぼ８０％を占める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図-11 低水部における外来植物群落の占有率とその内訳 
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６． 猪名川・藻川の河道掘削・浚渫                                  

猪名川の整備計画では、洪水を安全に流下させるために河道掘削が計画されている。図―１２に 

猪名川・藻川の河道掘削・浚渫計画位置図を以下に示す。 
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７．猪名川総合土砂管理委員会の検討経過 
 7.1  検討経過 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

猪名川総合土砂管理委員会開催状況 

 
 

回 開催日 開催概要 

１回 平成１７年９月１５日 
・委員会の検討方針 

・既存資料の概略把握 

２回 平成１８年３月２４日 

・土砂動態モデル（土砂流出モデル、一次元河床変動計算）

による猪名川流域土砂動態の現況把握 

・猪名川土砂管理策定に向けた検討方針の議論 

3回 平成１９年２月２５日 

・土砂動態に関する現状と課題の整理 

・シミュレーションモデルの精度向上に関する検討 

・試験施工区間の平面２次元モデル化計画 

4回 平成１９年１２月２６日 

・シミュレーションモデルの精度向上に関する検討 

・平面２次元モデル河床変動モデルの構築 

・猪名川流域土砂動態の将来予測と治水・利水の影響評価

5回 平成１９年１２月２６日 
・平成１９年度試験施工区間の現地調査 

・河床変動モデルの精度向上に関する検討 

6回 平成２０年３月１３日 

・現状の土砂流出が続いた場合の土砂動態将来予測 

・山腹崩壊が発生した場合の土砂動態将来予測 

・現状の土砂流出が続いた場合と崩壊が発生した場合の土

砂動態の影響把握 

7回 平成２１年３月９日 
・一次元河床変動モデルによる直轄区間の将来予測 

・レキ河原再生のための条件検討 

8回 
 

平成２２年２月８日 

 

・猪名川現地視察（レキ河原再生箇所等） 

9回 
 

平成２３年３月２３日 ・猪名川現地視察（レキ河原再生箇所等） 

10回 平成２４年２月９日 
・ 猪名川の河床変動状況 

・ 委員会の今後の進め方 

  
 

土砂流出モデ
ルの対象領域
【流域全体】 

平面二次元河
床変動モデル
の対象領域【試
験施工区間】 

一次元河床
変動モデル
の対象領域
【直轄区間】

流域界 

下流端 
＜モデルの対象範囲と相互関係のイメージ図＞ 

自然環境委員会 土砂管理目標の設定 

土砂動態に関する将来予測・問題点の抽出 
（計画河道において、大規模な土砂イベントが発生した場合、 

               

【将来予測計算】

土砂動態に関する将来予測・問題点の抽出 
（現況河道） 

【将来予測計算】

土砂動態に関する現状と課題の整理 再現計算による検証 

土砂流出モデルの
構築 

一次元河床変動
モデルの構築

【モデルの策定】 

河川環境からみた 
望ましい土砂動態 

猪名川土砂動態現況の把握（現地調査） 

H21､22 

H１７，１８，１

H１８，１

H１８ 

H２０ 

図-１  これまでの検討経緯 
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発生しない場合） 
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7.2．猪名川総合土砂管理委員会の今後の進め方 

   

  淀川水系河川整備計画では、「川底、水辺や河原、河川敷などの河川空間は、上流部などから洪水

の度に繰り返し運ばれる土砂が堆積・移動によって形成されることから、洪水に含まれる土砂の粒径

分布や、その堆積場所や堆積量が変化することは、流水中や水辺等に生息・生育・繁殖する生物にと

っても環境変化を生じさせることになる。このため土砂移動を分断しているダム等の河川横断工作物

について、土砂移動の連続性を確保するための方策を、山地流域から沿岸海域に至るまで総合的に検

討する。特に土砂移動の障害となっている既設ダムを対象に、下流河川環境への影響を調査した上で、

必要に応じて下流への土砂供給を実施するなど、その障害を軽減するための方策を実施する。」とな

っている。 

このようなことから、これまで猪名川において流域の土砂移動を流砂系としてとらえた「総合土砂

管理方策」について検討してきた。 

 

総合土砂管理計画は、通常「図-23 総合土砂管理計画の検討の流れ」に示すような手順によって検

討される。これまで猪名川においては、図-23のうち、流域の土砂環境の実態把握、シナリオの設定、

土砂現象の予測、治水・利水への影響予測、河道に堆積する土砂の掘削等の対策案について検討して

きた。 

今後は、 

① 治水、利水、環境が整合した「土砂管理の目標」 
② 目標達成のための土砂の抑制・調節方策 
  ③ 対策後のモニタリング 

について検討していく必要がある。 

 

 また、こまでの検討で懸案となってきた土砂流出モデルの精度向上のための出水時のＳＳ調査、一

庫ダム堆砂データを用いた検証、そして大きなイベントによるモデルの検証についても検討していく

必要がある。 

 一方、現在行われている一庫ダムのフラッシュ放流による、土砂の連続性の確保や環境改善効果に

ついて引き続き試行検証し、猪名川流域総合土砂管理計画での土砂の抑制・調節・対策の一つとして

検討していく。 

 

 

 【参考】猪名川総合土砂管理委員会規約 第８条(検討項目) 

（１）猪名川流域の過去から現在に至る土砂動態の把握 

（２）猪名川土砂動態のモニタリング調査 

（３）猪名川土砂流出モデルの作成 

（４）河床変動モデルの作成 

（５）河川環境からみた現状の土砂動態の問題点のとりまとめ 

（６）河川環境からみた望ましい土砂動態の検討及び改善策の検討(目標設定) 

（７）総合的な土砂管理方策についての検討 

（８）その他必要事項 

     のうち、これまで（１）～（４）まで検討してきた。今後は（５）～（７）が主な検討テーマ

となる。 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

図-23  総合土砂管理計画の検討の流れ 

 

土砂流動の均衡化 

良好な水質 

水辺環境 

良好な河道形態 
河床形態

侵食の防止 

良好な自然景観の保全

生物の生息環境の保全

水・土砂環境の保全 

海岸の保全 

河道の維持 

土地の保全 

国土の保全 

有害な土砂堆積の防止 

土砂流出の抑制・調節の設定

生命・財産の保全 

土
砂
管
理
の
目
標
の
設
定 

貯水池の 
土砂流下能力の回復 

「流水・土砂の管理と河川環境の保全・

7復元に関する研究」（H17年 11月(財)
河川環境管理財団を一部修正） 

図-24 土砂管理の目標 
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図-25に、猪名川における自然再生計画における土砂管理の課題や目標、これまでの委員会等 

での意見を整理した。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
猪名川流域は、山地流域の多くが開発されていることから、山地流域から河口域に至るまでの総合

土砂管理計画の策定は重要である。 

また、特に猪名川下流部（直轄区間）では、これまでの検討結果から「治水（河積の確保）と環境

（生物の生息環境の保全、および自然景観の保全）との整合を図った土砂管理」が主な課題となると

考えられる。 

図-26に、今後の猪名川における総合土砂管理計画検討の方針（案）を示した。治水面からの土砂 

管理のあり方と、自然環境面からの土砂管理のあり方がトレードオフの関係にある場合や、実現性を

考えた場合、対策案も加味した土砂管理が必要となることから、これらが相互に調整された総合土砂

管理計画を検討していく必要がある。 

 

 当面、「治水と環境との整合を図った土砂管理目標」を設定するための 

   ①土砂から見た治水、自然環境面からの課題整理 

   ②治水、自然環境面からみた土砂管理目標の検討 

 

を進め、また併せて 

・大きなイベントによるモデルの検証 

・一庫ダムのフラッシュ放流による、土砂の連続性の確保や環境改善効果についての試行検証 
  を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-25 猪名川自然再生計画における土砂管理 

（委員会での意見） （自然再生計画） （河川の現状）

委員会における土砂移動に関する意見 かつての猪名川に存在した多様 河川の課題

Ｈ21　第７回　土砂管理委員会（Ｈ21.3.9） な生物がすむ身じかな猪名川の  ・大規模出水の発生頻度

・自然環境委員会で地形・景観、生物生育 回復を目指す。 　 の減少

　の観点から必要な土砂等が示され、これ 　・多様な生物の生息・生育  ・下流への土砂供給の減少

　を受け土砂管理委員会がこれに必要な量 　・健全な生態系の保全  ・洪水撹乱の減少

　の供給の可能性と方策を検討するとする。 ②  ・河床の低下

Ｈ22　第8回　土砂管理委員会（Ｈ22.2.8）  ・河川流量の減少

・　上流からの土砂の供給が必要である。

・　井堰の土砂を下流側に置土出来ないか。 河川環境の課題

Ｈ22　第１7回　自然環境委員会（Ｈ22.12.８）  ・水陸移行帯の減少

・　掘削した土砂を置土してはどうか。  ・河原環境の減少

・　土砂が増水時に動き新たに形成される地形 　　　  ・湿地環境の減少

　　が必要である ①

Ｈ22　第9回　土砂管理委員会（Ｈ23.3.23） 自然環境の課題

・　土砂の供給例として堰で溜まる土砂を堰  ・魚種の減少

　　下流に置き土をする。  ・外来種の増加

・　堆積した土は積み上げておく程度でよい ②  ・樹林化　等

Ｈ23　第１９回　自然環境委員会（Ｈ23.10.21） ①

・　掘削する砂利等を置土すべきである。

・　上流側の土砂が運ばれ植物の上に乗り 土砂の連続性の確保

　　それにより裸地が形成される。

③ ①②③は、図ー26の項目番号

河原環境の回復を目指す

図-26 猪名川の総合土砂管理の検討手順 

治水面の課題 自然環境面からの課題

自然環境面からの

土砂管理目標の検討
治水面面からの

土砂管理目標の検討

自然環境面からの

対策案の検討

治水面面からの

対策案の検討

対策案の調整

①課題の整理

②土砂管理目標の検討

③対策案の検討
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